
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA主催「みんなでラジオ体操」 ８月７日（水） 
 

PTA本部役員の皆様の呼びかけにより、子どもたちだけでなく、保護者や地域の皆様も一緒にラジオ体操
を行いました。日本の夏の風物詩とも言えるラジオ体操。どの世代にも馴染みがあり、あっという間に会場
が一体感で包まれました。 
平日の朝早くからの活動でしたが、子どもたちはもちろん、高野消防団や公文名交番、そして地域にお住

まいの皆様など、たくさんの方にご参加いただきました。世代を超えた交流をすることで、この高野地域を
元気にしたいという PTA本部役員の皆様の思いが形となり、とても素敵な時間となりました。ご参加いただ
いた皆様、ありがとうございました。 
 

 
 

PTA環境整備作業 お世話になりました。 ８月２７日（火） 
 

２学期のスタートを気持ちよく迎えられるようにと、保護者の皆様や 
子育て支援協議会を中心とする地域の皆様にご協力いただき、学校内の 
環境整備作業をお世話になりました。普段はなかなか掃除することがで 
きない高い場所やトイレ掃除などを中心に作業をしていただき、学校内 
がみるみるきれいになっていきました。また、午前中には、高野グラウ 
ンドゴルフクラブの皆様に、運動場の草刈り・草抜きもお世話になりま 
した。 
ご都合が付かず、ご参加いただけなかった皆様もあったことと思いま 

すが、残暑の厳しい中、たくさん汗をかきながら「子どもたちのために」 
と頑張ってくださる皆様の姿は、子どもたちにとって、よきモデルとな 
りました。たくさんの皆様に支えていただいていることを忘れず、常に 
感謝の気持ちを伝えながら、子どもたちも過ごしていければと思います。 
ご参加いただいた皆様、本当にありがとうございました。 
 

 

答えのない問いに挑み続ける、強く、しなやかな力を！ 
この夏休みも酷暑が続きました。そのような中、100年の歴史を数える阪神甲子園球場にて、全国高等学

校野球選手権大会の第 106回大会が開催され、今年は、京都勢が実に 68年ぶりとなる優勝を果たしました。
これまで、太平洋戦争や新型コロナ対策等々、その時代の状況に応じた対応を迫られながら歴史を紡いでき
たこの大会は、昨今、酷暑という課題を突き付けられています。今年は、日程の２部制が一部導入され、効
果が検証されているところです。多くの人を魅了するこの大会には様々な意見があり、暑さ対策についても
賛否両論。まさに、「答えのない問い。」への対応を求められています。子どもたちがこれから過ごす社会に
は、このような「答えのない問い。」がたくさん待ち構えていると言われています。変わらずに大切にした
いこと、柔軟に変化していくこと、いずれもが大切な要素ですが、子どもたちには「自分はこう思う。」と
いう意思表示できる力を身に付けてほしいと願っています。その上で、相手の意見にも傾聴し、お互いが歩
み寄りながら「最適解」を見つけ出そうとする強くて、しなやかな力を高めてほしいと思います。 
今日からの２学期、新たな問いの解決に向けて、知恵を出し合う子どもたちの姿に 

期待しています。保護者の皆様には、子どもたちが精一杯力を発揮できるよう、引き 
続き、生活リズムを整え、体調管理に努めていただきますよう、お願いいたします。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【登校前に警報等が発表された場合】 
 

☆午前０時以降☆ 
舞鶴市に「特別警報」が発表されている 

 
終日臨時休校 

 
☆午前７時時点☆ 
舞鶴市に「大雨」「暴風」「暴風雪」のいずれ
か１つでも発表もしくは継続中 

         
       自宅待機 
 

☆午前 11時時点☆ 
   ①警報継続中 → 終日臨時休校 
 
   ②警報解除  → 午後から授業 
           ※各分団で集団登校 
 

【登校後に警報等が発表された場合】 
 
   状況に応じて、緊急下校するか、学校待機

するかについて判断します。 
 
いずれの場合も、「コドモン」「学校ホームページ」
にてお知らせをします。 

気象警報にご留意ください。 
 

学校では、気象警報が発表された場合には、児童の
安全を最優先に考え、状況に応じて「自宅待機」「臨
時休校」「緊急下校」の措置を講じます。 
学校の対応は、原則として右記のように行います。

状況に応じて、これと異なる場合もあります。各ご家
庭、地域への連絡については、コドモン及び学校ホー
ムページを通じて行います。 
天候が危ぶまれる場合には、保護者・地域の皆様に

おかれましても、テレビやインターネット等の気象情
報にご留意いただきますよう、お願いいたします。 
また、学校待機の児童については、連絡がありまし

たら速やかにお迎えに来ていただきますよう、ご協力
をお願いいたします。 

令和６年度 運動会について 

 
１０月１２日（土） 

入場行進 ８：45 下校 12:30頃 
 

役員の皆様には前日準備等もお世話になりますがよ

ろしくお願いいたします。 

 プログラムや日程等の詳細については、後日、改め

てお知らせいたします。 

 練習期間中は、水筒や汗拭きタオルの準備、また体

操服の洗濯等、保護者の皆様にはお世話になりますが、

子どもたちが全力で練習に臨めるよう、ご協力をよろ

しくお願いいたします。 

夏休み作品展のお知らせ 
 

９月２日（月）・３日（火） 

１６：００～１８：００ 

１・２年生・・・カンフォーラ 

３・４年生・・・いきいきルーム 

５・６年生・・・わくわくルーム 

 
 
夏休みに取り組んだ自由研究や工作等を展示し

ます。子どもたちの「なんで？」「不思議！」が詰
まった作品の数々を、ぜひご覧ください。 
たくさんのご来校をお待ちしております。 

小中一貫教育のコーナー 城南中学校区教育目標 ～つながり、挑戦する児童生徒の育成～ 
 
８月２日 夏季研修会（城南会館） 

 
 城南校区として研究実践に取り組み始めた「イ
ンクルーシブ教育」について学ぶための研修会を
行いました。京都教育大学の鈴木英太先生をお招
きし、どの子もが学びやすくするための支援の在
り方や環境への働きかけについて学ばせていただ
きました。 

８月２日 作業学習体験（支援学校） 
 
 夏季研修会と同日の午後には、校内の職員研修とし
て舞鶴支援学校の施設見学をさせていただいたり、高
等部の生徒が行っている作業学習を体験させていた
だいたりしました。藍染やガラス工芸等、実際に作業
をさせていただき、生徒の製品の質の高さにも驚かさ
れました。 



令和６年度 第１回いじめアンケートの結果について 

【調査日】    令和６年６月４日～６月７日 

【調査対象期間】 令和６年４月～アンケート実施日 

【調査対象】   全校児童 

 

学校では、いじめはどの子にも、どの学校にも起こりうるものであるという認識のもと、「高野

小学校いじめ防止基本方針」に基づき、全ての教育活動において、いじめを「しない、させない、

許さない」ための指導に年間を通じて努めているところです。 

資料や題材をもとにした人権学習の充実はもとより、学級での人間関係づくりや異年齢集団活動

を通じた学年を越えた絆づくりにも重点的に取り組んでいます。 

６月に取り組んだ「いじめ防止対策強化月間」においては、学校生活での困りごとや友達とのか

かわり等について全児童を対象にアンケートを行い、その後、一人一人と個別面談を行いました。 
 
今回の調査で困っていることがあると回答した児童は42名で、内容別には68件となりました。そ

の内訳は、以下のとおりです。 

 

① 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。（33件） 

② 仲間はずれ、集団による無視をされる。（２件） 

③ 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られたりする。（12件） 

④ ひどくぶたれたり、たたかれたり、蹴られたりする。（０件） 

⑤ 金品をたかられる。（０件） 

⑥ 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。（２件） 

⑦ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。（16件） 

⑧ パソコンや携帯電話、スマートフォンで、ひぼう・中傷や嫌なことをされる。（０件） 

⑨ その他（３件） 

 

その他の内容としては、以下のような内容でした。 

 

・ブランコで「代わって」と２回言っても代わってくれなかった。 

・遠くから呼びかけたが、気付いてくれなかった。 

・近所の人の悪口を言われた。 

 

アンケート後の担任による聞き取りの結果、それぞれの内容について一定の解決が見られ、お互

いに納得することができました。しかし、中には、まだ少し嫌な気持ちが残っていると応えた児童

もありました。また、事象発生から一定期間が経過していないことや様々な児童が関係しているこ

と等を踏まえ、今後も一人一人に寄り添い、見守りや対応をしていきます。 

 

今回の結果からは、低学年を中心に周りの状況に相応しくない不適切な言動や相手への配慮が足

りないことで起こるトラブルが多く見受けられました。他にも、注意の仕方がきつい、注意をした

ら逆に文句を言われた等、双方向のよりよいコミュニケーションを図る力に弱さも感じられます。

また、寝不足等の生活リズムの乱れから気分が落ち着かず、攻撃的な言動につながっていることも

考えられます。 

学校では、どの子もが安心して、落ち着いて学校生活が送ることができるように環境整備に努め

るとともにあらゆる場面を通して、いじめの不条理さや不適切な言動に「それは、おかしい。」と

気付く心をはぐくんでいきたいと思います。また、相手の立場や考えに思いを巡らせ、共感する力

を高めるとともに、寛容な心でコミュニケーションを図ることができるように指導を重ねていきた

いと思います。 

ご家庭や地域におかれましても、子どもたちの様子で気になることがございましたら、学校まで

お知らせください。 


